
 

 

歯科医師の需給推計に関する日本歯科医師会の考え方 

 

 

平成 28年４月１２日 

 

 

〇 日本歯科医師会は平成 26年 10月に下村前文部科学大臣宛に提出した「歯科医師需

給問題の経緯と今後への見解」の中で、人口 10万対 50名の歯科医師という国の目標

を踏まえ、今後の人口が減少していく中での将来予測（人口 10万対）においても、歯

科医師数は過剰であると見解を示している。また、現状においても歯科医師数が過剰で

あるという認識に変わりはない。 

 

○ 現在「歯科医師の資質向上等に関する検討会」の歯科医師の需給問題に関するWGに

おいて、安藤構成員から需給推計に関する資料が提出され議論が行われているところで

あるが、過去の推計と比較するためにこれまで行われてきた厚生労働科学研究の推計方

法を踏襲することは理解している。 

  その上で、需要推計について現状に最も近い 2017年においてすでに需要が供給を上

回っているというデータが示されているが、歯科診療所現場の実感として現状で歯科医

師の雇用が増加することや歯科受診患者が待機するような状況ではないと認識している。 

 

○ なお、現状の需給推計については、精緻に示すことは限界であり、既存の調査結果等

を活用することから抽出調査の結果を活用するのであればいくつかのパターンを想定し

ておくことが重要であると考える。特に安藤構成員の推計で用いられた、歯科診療所に

従事する歯科医師１人１日あたり患者数については、その値の変化による必要歯科医師

数の影響が大きいことから特に慎重な検討が必要とされる。 

 

○ そこで日本歯科医師会としては、（１）として直近のレセプト情報・特定健診等情報デ

ータベース（以下「NDB」）を活用し算出した下記の数値を用いて同様の推計を行って

いただき、最終的に「歯科医師の資質向上等に関する検討会」において必要歯科医師数

の考え方が議論されることを要望する。なお、（２）については日本歯科医師会が 2年

ごとに実施している医業経営実態調査（平成 26年）を用いて試算した場合の数値につ

いても参考までに提示する。 

（１）NDB及び医療施設調査を用いた推計（別添スライド１） 

（２）日本歯科医師会の歯科医業経営実態調査を用いた推計（別添スライド２） 
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平成27年5月の暦 

30,352,498（全患者数）－629,913（病院受診患者数） 
／96574.9（平成26年歯科診療所常勤換算歯科医師数） 
=307.7672人（1歯科診療所歯科医師1人1月当たり患者数） 

1歯科診療所歯科医師1人1日当たり患者数 
307.7672人/18.65日  

=16.5名 

月 火 水 木 金 土 日 祝日
診療係数 0.90719 0.90522 0.79931 0.53704 0.91424 0.73433 0.07715 0.02975

平成26年医療施設調査より診療係数を算出 

月 火 水 木 金 土 日 祝日
3 3 3 4 5 5 4 4

各曜日診療係数＝
午前稼働歯科診療所数＋午後稼働歯科診療所数

２☓歯科診療所総数
 

診療実日数＝Σ（5月各曜日日数×各曜日診療係数）＝18.65日 

別添 
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平成26年 日本歯科医師会・歯科医業経営実態調査より作成 

 【分析方法】 
 
・日本歯科医師会会員が管理者等になっている歯科診療所 １／１０を 
 無作為に抽出した個人立および法人立歯科診療所1,333施設を対象 
 調査票にある非常勤歯科医師数（従事時間）を用いて非常勤歯科医師 
 については常勤換算歯科医歯数に変換して利用した。 
 
・1ヶ月当たり初診患者数および再診患者数の合計数を算出し  
 訪問歯科診療および介護保険サービス件数も加えた。 
 
・月曜から日曜および祝日の表示診療時間から平成26年10月の 
 稼働日数を算出  
 
  *患者数の記載のない歯科診療所は除外した 
       n=1,246の個票をもとに集計 
 

  1日当たり1歯科医師当たり平均患者数   17.4名 
 1日当たり1歯科診療所平均患者数      24.5名   

日本歯科総合研究機構調べ 2 


